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問１ 以下の微分方程式を解け。

(1)

y′′ − 2y′ + 5y = 6 cos2 x

(2) 



ẋ = 2x + y − 3z

ẏ = 2y − z

ż = 2z

(3)

(9 + x2)y′′ − 2y = 0

の解を、通常点 x = 0の周りの級数解として求めよ。

問２ ストークスの定理　
∫ ∫

S
dS · rotA =

∫
l
dr ·A により、３次元極座標 (r, θ, φ)

における回転（rot）が以下のようになることを示せ。
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問３ 境界条件 u(0) = u(1) = 0のもとで

F [u] =

∫ 1

0

dx(
1

2
u′2 − 8u2 + u)

の停留関数をもとめ、その時の F の値を計算せよ。
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